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99mF訂c血DTPÅおよび13i五胡立野p闇路nによる分腎機能の  
評価に関する実験的検討  
一第1串 間塞性尿路障害について－  
高山 輝彦＊  油野 民雄泰  
山田 典央章  小泉  潔こき  
川畑 鈴佳＊  渡辺 直人＊  
利渡 紀久く； 久田 欣一＊  
要旨 成熟雄ラットの左尿管を語勢後30分，3時乱6時乱2日，7日に左右大腿静脈より99m甘c－む甘ぎÅ  
7／‘Ci，13牲0Ⅲ3J（Ciをそれぞれ注入し，5，10，15，20，30分後に尾静脈より採血して，諷Ⅰの血中消失率を  
求めた。採血後ただちにと殺し，両乳膀脱を持出し，カウント数を測定した．コントロー／レ群に対しても  

























E鼠PFとGF鼠による分腎機能の評価は，閉塞性   
亙。は じめに  
従来夕 腎機能の評価を目的としてルーチンに行  
われてきた検査は，全腎機能に対するものがほと  




臨床的にも分腎機能の評価が容易になった。   
腎シンチグラフィ用剤として，これまで程々の  
薬剤が用いられたことがあるが，現在では，  






高 山 輝 彦  










準手技を作成して，濃度を求めた。99mTc－D甘PA，   
13叩－0‡㌍の二核種を含んでいる試料（血汲 両腎，  










































鼠DTPAr′（Ci）＝  ‥．（1）  
‥。（2）  




で求められる。ここに   
Cl：99m甘c－D甘PAの標準澹の140監eVレンジに  
おけるカウント数（cpmノmわ   
C2：99mTc－DTPAの標準澹の360監eVレンジに  
おけるカウント数（cpmノmJ）   
丘：131Ⅰ－0IH の標準液の140監eV レンジにお  
けるカウント数（cpmノm′）   
銭：13Ⅶ－0‡Hの標準液の360KeV レンジにお  
けるカウント数（cpm／mJ）   
nl：試料の140監eVレンジにおけるカウント  











クリアランス＝   
切 片  
同一核種に対する2度の測定値によるクリアラン   





丑Ⅲe 結  畏   























0 30min．3hr 6hr 2dayS7days  
Time after theligation  
ofrtheleft ureter   
厨Bg。2 Therelationbetween excretionrate of99mTc－  





0 30min 3hr 6hr2days7dayS  
Tirne after the＝gation  
Of the Left ureter  
厨眉g。且 TberelationbetⅥreeneXCretionrateof131‡－0IH  




甘ab丑e且 TherelationbetweellSp】itERPFandtimeaftertheligationofthele托ureter   
Uptake  SplitE民ぞF（m′／min／100g）  Clearance  
（m〃minノ100g）  Leぎt（ア′こ）  鼠ightけ；）  Total（％）  Le先  取igbt  
30．3±6．4  
30．9土4．0  






つ11⊥n Aq  
l．41士0．25  
1．7二∋土0．3∠を  
ヱ．三3±0．20   
0  2．53士0．42   33．1土ヰ 6  
30min  3．06±0．39   3ユ8士2．5   
1hナ  1く長⊥∩‘く且      つ／こ7」＿√17  
6br  2．21±0．4三   三ヱ．ヱ±5．6  
2days  2．30士0，48  12．5士5．3 
7days  2．60土0．15  7．4土エ7  
63．4土タ．6  1．4ヰ土0．ヱ9  
63．7±5．5  1．5S±0．2ヱ  
乙つ 7⊥A云    1くて⊥nlR  
61．7士7．9  0．80±0，19  
51．2±5．9   0．57士0．ヱ4  
56．0±6．4   0．37±0．19
核医学  23巻11号（1986）   
T畠払ie2 Thereiationbetweensp】itGF鼠andtimeaftertheligationoftheleftureter   
Uptake  SplitGF鼠（mI／min／100g）  Clearallce 
（m／／血nノ100g）  1e琵（ヲノこ）  Rigbt（％）  Total（ヲ忘）  Le丘  鼠ight  
0  1．96±0．50  
30‡nin  l．84土0．ヱ4  
3br  l．59土0．ヱ5  
6 hr l．03±0，40  
ヱdaさ′S  l．09士0．53  





































0 30面n．3h「6hr 2days7days  
Time a†ter theligation  
O†モheleft u「et∈汀  

















することにより， いわゆる分腎機能を求めた。  
0 30min 3hr 611r 2days7days  
Time alter the7igation 
o? the left ureter 







はクリアランス倍は増加するがク 6時間後で一度  
減少した後に再度増加した．障害側（左側）では，  
閉塞3時間後までは不変で，その後減少した。一  
方，9Dm甘c－DTPÅでは健側では，131耳－0富田 と同  
様の傾向を認めるものの，全体的にはあまり変化  
は認めず，障害側でほ明らかにクリアランス値は  
減少した。   
したがって，これらを用いて   








は幾分不規則であるといわれている6）。   
古い研究の多くは，水腎症の形態的変化に注目  
してなされた。特に，閉塞期間と各微細構造の顕  
微鏡的変化についての検討が多くみられる7）。 そ  
のほか，尿管閉塞彼の腎血流や腎孟内圧の変化な  



























トにおける131Ⅰ－0IH のクリアランスは，2．01土   
甘abte3 The relation be抽een批ration鉦action and  
timeaftertheligationoftheleftureter  







0  0，75±0．14・ 0．73±0．16  
30min O．60±0．02  0．57±0． ヱ 
3br O．40土0．03  0．39土 0ヱ  
6k O．37土0．14  0．ヱ9±0．1ユ  
ヱdays O．44±0．2ヱ  0．18士0．ヱ0 
7daさrS O．38士0．10  0・18土 ・06  
1 
－て  
0 30min 3hr 6hr 2days7days  
llme aftertheligation  
of the leit ureter 





G『鼠 99m甘c－DTpAのクリアランス  
F．F．＝  




加しタ その後減少した。  











と E鼠PF の低下は一様に相伴ってみられるので  
はなく，G『鼠の低下の方がより大であり，GF鼠  
と 臣民ぜ皆 の変動には解離がみられることが明ら  
かとなった甲 したがって，G『鼠うE鼠評F物質一方  
の評価によるのではなく，両物質による評価が必  
要であると思われる。  
Ⅴ。結  語  
ラットを用いて尿路閉塞のモデルを作製し131ヱq  























OfSeparate kidneydearance bymeans of99mTcq  
D甘PAcomplexand a scintiliationcamera．EurJ  
NucIR鮎d還：173－177，1タフ7  
3JMa壬1erFT，TatlXe抑：鼠enalclearanceiIlmanOf  






































うに，健脚腎の定訳暦哲 が増加することにより患  
側腎のE鼠厨官 の減少をある程度，代償する樺構  
が働くといえる。しかし，障害によって減少した  
99mTc－DTPAおよび131・Hippuranによる分腎機能の評価に関する実験的検討   1539  
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Thesplitrenal丘1nCtio互1WaSmeaSuredinorder  
toevalua′栂池ealねrationofrenal乱1nCtionsecond－  
ary鉦om洩e urinary obstruction。馳ree micro－  
curiesof131I－0亘Hand7／（Ciof99m甘c－D甘PAlV6re  
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ii富ation of t王Ie ureter。甘herefbre，tbe餌で朗ion  
鉦actjon obtained bさr divid迂唱ぬe elearance of  
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